
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
ＣＤディスクプレーヤーであり、
レーザビームをＣＤディスクの表面上に投射し、ＣＤディスクに記憶された情報により変
調されて反射して戻ってくるレーザ光線を検出する光学ユニットと、

と、ＣＤディスクに接触するターンテーブル と、
とターンテーブル との間に配置される とを有す

る、空気ジャーナルユニットであり、 は相対する第一側と第二側とを有す
ると共にその第二側と との間に空気室 を形成し、ターン
テーブル は相対する第一側と第二側とを有すると共にターンテーブル の
第二側は の第一側の表面上で回転可能に支持されており、
の第一側の表面は の第一側とターンテーブル の第二側との間に空
間を形成する凹所を備え、当該凹所はターンテーブル の一部を収容し、空気室

は加圧空気を受け入れる入口開口と複数の出口開口 とを有し
、出口開口 は を貫通して の第一側と
ターンテーブル の第二側との間の前記空間と空気室 とを流体連結し、空
気ジャーナルユニットはターンテーブル 上にＣＤディスクを導入可能にするよう
光学ユニットから分離可能である、空気ジャーナルユニットと

ーンテーブル の第一側との中央における係合によりターンテーブル と
ＣＤディスクとを一緒に回転させるモータによって駆動される軸であり、ターンテーブル
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空気室ディスク（２０） （５６） 空気室
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取付板（３０）
空気室ディスク（２０） （３６）

（５６） （５６）
取付板（３０） 取付板（３０）

取付板（３０） （５６）
（５６） （

３６） （４０，４２，４４）
（４０，４２，４４） 取付板（３０） 取付板（３０）

（５６） （３６）
（５６）

、
タ （５６） （５６）



はその第二側から延びる中央に配置されたジャーナルピン を備え、空気
室 複数の出口開口 の一つ はジャーナルピン

ジャーナルピン とモータによって駆動される軸との軸
線方向空気軸受を形成し、ターンテーブル は出口開口 を介
して前記空間内に空気を導入することにより から分離されてターンテーブ
ル と との間に空気軸受を形成してターンテーブル が回転
するに際しての摩擦を最小にしてレーザー光線の焦点合わせ精度を向上させる、モータに
よって駆動される軸と、を有するＣＤディスクプレーヤー。
【請求項２】
光学ユニットは、空気ジャーナルユニットを覆って配置されるべき蓋内に組み込まれる、
請求項１に記載のＣＤディスクプレーヤー。
【請求項３】

【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明はＣＤプレーヤーに属する装置であって、ＣＤディスクと接触するように意図され
そしてモータによって駆動される軸を設けられたターンテーブルと、ユニットが前記ディ
スクをその周縁からその中心へ走査するにつれてそれからレーザビームがＣＤディスクの
表面上に投射される光学ユニットとを有し、前記ユニットがディスクに記憶された情報に
よって変調された後にユニット上に反射されるレーザ光線を検出するものに関する。
【０００２】
【従来の技術】
現今のＣＤプレーヤーにおいて、光学ユニットはドライブモータの中心軸のまわりに回転
される。レーザビームはレンズ、反射鏡またはビームスプリッター、および投射レンズの
助けによってディスク表面上に投射される。レーザビームはディスクに記憶された情報に
よって変調されそして被変調光は光検出器によって検出される。検出器の出力信号は情報
信号を生じそして信号を追跡するための処理装置へ送られる。レーザビーム給源、レンズ
、反射鏡、投射レンズおよび検出器は一緒に光学ユニットを構成し、光学ユニットはディ
スクに記憶された情報を読取る目的を以てディスクの周縁からディスク中心へ向かって内
方へ運動させられる。
より明細に述べると、ディスクは定速度で読取られ、これはディスクドライブモータが、
光学ユニットがディスクの中心へ向かって内方へ運動するにつれて、漸進的により高い速
度で回転されなくてはならないことを意味する。一方、これはドライブ装置が感知される
ほどの質量を有しないことを仮定する。何故ならばもしそうでなければ恐らくモータは必
要な連続する急速な変化を適切な態様で処理し得ないからである。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
本発明の目的は緒言において限定された種類のドライブ装置の場合におけるドライブモー
タの仕事を容易にし、そしてまた機械的妨害および干渉を減少させることである。
【０００４】
【課題を解決するための手段】
本発明によれば、この目的はターンテーブルおよびモータ駆動される軸を空気ジャーナル
手段によって支持することによって達成される。実際において、注目すべき音響改良がタ
ーンテーブルおよびその軸を空気ジャーナル上にジャーナル支持することによって達成さ
れ得ることが見いだされた。これは本発明がターンテーブルのより滑らかな運動を提供し
かつ機械的妨害の発生を減少させ、その結果としてレーザビームの集束精度を増すからで
ある。
【０００５】
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（５６） （５８）
（３６）の （４０，４２，４４） （４２） （５

８）に軸線方向に対面して （５８）
（５６） （４０，４２，４４）

取付板（３０）
（５６） 取付板（３０） （５６）

光学ユニットとモータによって駆動される軸の両方が、空気ジャーナルユニットを覆って
配置されるべき蓋内に組み込まれる、請求項１に記載のＣＤディスクプレーヤー。



【発明の実施の形態】
現在好ましいとされる高度に有利な一実施例によれば、空気ジャーナル手段およびターン
テーブルおよびモータ駆動される軸は、特に光学ユニットと空気ジャーナルユニットが互
いに関して分離可能であるように組立てられることを可能にする空気ジャーナルユニット
を形成するように組合わされる。これに関して、光学ユニットは空気ジャーナルユニット
をおおって閉じられ得る蓋内に組込まれる。
【０００６】
図面に例示された各種の実施例の同一または同様の素子は同じ参照符号によって示された
。
第１図は例えば任意の既知種類であり得る全体として参照符号２で示される複合ドライブ
・光学ユニットを有するＣＤプレーヤーを例示する。ユニット２はそれをＣＤディスク（
disk）６と協働させるように例示持上位置から下げられ得るヒンジ結合された蓋の内面に
取付けられている。略述すると、ユニット２はドライブモータ８を有し、該ドライブモー
タは、蓋４が下げられそしてドライブモータ８が矢印９によって示された進路に沿って運
動するとき、後により詳細に説明されるディスクターンテーブルと係合させられてターン
テーブルとディスクとの同時回転を生じさせ得る。また、ユニット２は光学ユニット１０
を有する。
光学ユニット１０はそれがディスク６をその周縁からその中心へ横切って走査（ scan）す
るにつれてＣＤディスク６の表面上に既知の態様でレーザービームを投射するように機能
する。またユニット１０はディスクによって記憶された情報によって変調されたのちユニ
ット上に反射されるレーザー光線を検出するように構成されている。
【０００７】
第２図において全体として参照符号１２で示されるＣＤディスクジャーナルユニットが軸
方向断面で示されており、ジャーナルユニット１２の必須構成要素間の関係はまた第３図
の分解部品配列図から明らかである。ジャーナルユニット１２は中心凹所１６および中心
貫通穴１８を有する下キャリヤ板１４を有する。凹所１６にはリング形縁部２２によって
包囲されている凹所２４を有する空気室ディスク２０が取付けられている。空気室ディス
ク２０と一体に形成された管継手２６の出口オリフィスは凹所２４の中心に配置されてい
る。管継手２６は穴１８を通って下へ延びそして前記管継手の他端は空気管またはホース
２８に接続されている。
空気室ディスク２０にリング形縁部２２は、Ｏリング３２を介して取付板３０の下側に対
して密閉接触している。より明細に述べると、空気室ディスク２０と取付板３０は３４で
示されるごときねじファスナ（ fastener）によって互いに接合している。
取付板３０およびそれに接合された空気室ディスク２０はそれらの間に空気管２６と連通
する空気室３６を包囲している。室３６は取付板３０の薄い円形の底壁によって形成され
た上壁３８を有し、該上壁は三つの貫通穴４０、４２および４４を有する。キャリヤ板１
４は円周方向に配列されて均等に離された三つの対のコイルばね４６’、４６”および４
６ を介して取付板３０を支持している。前記対のばねの各ばねの一端は板１４の関
連凹所内に配置され、一方、各ばねの他端は 板３０の対向して対応する凹所内に配置
されている。このことは対のばね４６’の一つのばねに関して第２図において二重矢印４
８によって示されている。前記ばねの対の間において板１４の上側の周縁には三つの案内
ピン５０’、５０”および５０ が取付けられており、それらのおのおのは 板３
０の下側のそれぞれの対向して対応する穴内に摺動可能に受容されており、以て板１４と

３０との間に変位自在であるが回転できない相互係合を提供する。
【０００８】
前に言及されたように、空気室３６の上壁３８は 板３０の薄い円形の底壁によって形
成されている。この底壁は中心円形凹所５２の一部を形成しており、該凹所は 板３０
の上面においてリング形の上当接部形成凹所５４と合同している。凹所５４はその周縁が
凹所画成壁の周縁に本質的に一致するターンテーブル５６のための座を形成し、そして凹
所５２内に下方へ延びて前記凹所の底に近接して終わるジャーナルピン５８を有する。こ
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の場合において、凹所５２はジャーナルピン５８を受容するブシュ６０を有する。ブシュ
６０は、後により詳細に説明されるように、ターンテーブル５６のセンタリングを容易に
するため、ジャーナルピン５８の横運動を案内するように機能する。作動間、後により詳
細に説明されるように、ターンテーブルが回転するときピン５８とブシュ６０との間に接
触は生じない。
既知の様式を以て、ターンテーブル５６上面は、第２図に示されるように、モータドライ
ブ軸の対応的に形づくられた端部６４と係合するように意図された中心円錐形凹所６３を
有する。この係合はターンテーブル５６に関してそしてそれと共にモータ軸が前記ディス
ク６の中心穴を通って延びてターンテーブル上に配置されているＣＤディスク６に相対し
て光学ユニット１０の精密調整を達成する助けとなり、そしてさらにターンテーブル５６
が意図された態様でＣＤディスク６と一緒にモータ軸によって回転されることを可能にす
る助けとなる。 板３０のまわりに周縁方向に若干の直立した案内トング（ tongue）６
６が配置されており、該案内トングはディスクが最初にターンテーブル５６上に配置され
るときディスクを最初にドライブ軸の円錐形の端部６４がディスクをその正確な演奏位置
に案内するのに十分なほどドライブ軸に相対する中心位置へ案内する。
【０００９】
第２図に示された装置が作動しているとき、空気が空気管２８および管２６を通じて空気
室３６へ供給される。この空気は、矢印６８、７０および７２によって示されるように、
空気穴４０、４２および４４を介してターンテーブル５６およびその上に支持されたＣＤ
ディスク６を持上げる過圧を室３６内において生じさせる。図示されていないが、ユニッ
ト２、およびそれと共にモータ８、はばね手段上に懸垂されておりそしてターンテーブル
５６およびＣＤディスク６の持上げはばね懸垂手段の作用に抗して生じる。一方、モータ
８の軸端６４は対のコイルばね４６’、４６”および４６ の作用に抗してターンテ
ーブル５６に対し係合圧力を加える。空気はターンテーブル５６と一方においてＣＤディ
スク６との間から他方において 板３０との間から漏出し、それによりターンテーブル
、ジャーナルピン５８およびＣＤディスク６の回転のための空気ジャーナルを形成する。
従って、これら部品は摩擦がないので回転する。
【００１０】
第４図は、例えば ライブ・光学ユニット２が第１図～第３図に例示された実施例に

反対位置において働くように意図された 。８０で示され
るように、円形の板８２はＣＤプレーヤーのシャーシ（図示せず）上に弾力的に取付けら
れている。
ターンテーブル５６は板８２上に配置され得る蓋を形成する全体として参照符号８４で示
された円形の分離した蓋ユニット内に取付けられている。蓋ユニット８４は好ましくは光
を透過させないように板８２の周縁を包囲するように意図された蓋縁８６を有する。より
明細に述べると、ターンテーブル５６およびそのジャーナルピン５８は蓋８４の底内の中
心肩付き凹所内に嵌合されている。この凹所は浅いリング形にされたターンテーブル収容
キャビティ（ cavity）８６、およびそれに隣接する中心凹所８８であってその中にジャー
ナルピン５８が例えば前に説明された実施例のブシュ６０と同じ種類の包囲するブシュ９
０によって回転するように挿入されているものを有する。例示された場合においては、タ
ーンテーブル５６とブシュ９０との間、およびジャーナルピン５８の端と凹所８８の底と
の間に隙間が存在する。
凹所８８の底は貫通穴を有し、それを通ってターンテーブル保持ねじ９２が隙間を残して
延びている。ねじ９２は蓋８４の反対側に頭部９４を有し、該頭部はねじのその軸方向へ
の限定された運動を可能にするようにターンテーブル５６から離されている。凹所８８の
底を通りそしてブシュ９０を通って空気穴９６、９８が延びており、該空気穴は保持ねじ
９２を収容する穴と共にターンテーブル５６の後側を蓋８４の頂に箱状構造体によって画
成された空気室１００と連通させるように機能する。空気室１００は空気管１０２を有す
る。
【００１１】
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第４図に示されたＣＤプレーヤーを使用するとき、ＣＤディスク（本図においては図示さ
れていない）はディスク穴をモータ軸のまわりに位置させてユニット２上に配置される。
次いで蓋ユニット８４は板８２上に配置され、それとともにモータ軸の円錐形端部６４は

の周縁のまわりにおける蓋縁８６の案内作用によって、ターンテーブル５６の中心の
対応して形づくられた凹所６３と駆動係合させられる。
空気は室１００内に過圧を生じさせるように室１００に供給され、この過圧は空気穴９６
、９８および保持ねじを収容する穴を通じてターンテーブルの後側へ伝達される。空気の
流れはターンテーブルの後側から前記ターンテーブルと蓋８４の対向する内面との間を通
じて漏出し、それにより ーンテーブルの回転のための空気ジャーナルを形成する。
【００１２】
第５図および第６図 される 二 の おい 光学ユニットは参
照符号１０’で示されており、そして前と同じように形づくられたターンテーブル５６’
の円錐形の中心凹所６３と係合するように意図された円錐形の案内ピン６４’を設けられ
ており、それによりターンテーブルに関してそしてそれとともにターンテーブル上に配置
されたＣＤディスク６に関して光学ユニットの精密な設定を達成し得る

照番号８’によって示されるドライブモータが下からターンテーブル５６’と常時駆動
係合してい このことはターンテーブル５６’の空気ジャーナル手段に達する空気導管
の一部を形成する気密ハウジング１０４内にモータ８’を、例示された態様で、カプセル
に包むことを必要にする。
【００１３】
第６図 の場合においては、ターンテーブル５６’はベルトドライブ（
belt drive）を介して、ここでは参照符号８”によって示される、モータによって駆動さ
れる 気 気管２８、空気室３６および空気穴６８、７２を介して供給
されるが、ターンテーブル空気ジャーナルを作るための空気を供給すること 易である
。
【図面の簡単な説明】
【図１】ディスクジャーナルユニットを有する本発明装置の第１の実施例を適用されたＣ
Ｄプレーヤーを示す斜視図。
【図２】第１図に示されたディスクジャーナルユニットの軸方向断面図。
【図３】第１図に示されたディスクジャーナルユニットの分解部品配列図。
【図４】 ディスクジャーナルユニットを備えたＣＤプレーヤ 示す図
。
【図５】 ディスクジャーナルユニッ 示す図。
【図６】 ィスクジャーナルユニットの 例を示す図。
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